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nagatafumio
テキストボックス
2025.6.11「原発・核燃サイクルの中止を求めて」院内集会における国の回答が不備につき再質問をお願いしその回答が届きました。コメントを青文字で加えました。
三陸の海・岩手の会

nagatafumio
テキストボックス


nagatafumio
ハイライト表示
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テキストボックス
１）日本原燃は基準地震動を700ガルとしている。3.11東日本大地震で震度6強（計測震度6.0以上）を示した24地点の東西方向加速度は378〜988ガル
南西は32３〜2692ガル、3成分合計は495〜2698ガルである。
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２）１）の実測値震度6強を示した24地点は震央からの距離は148〜319km離れている。日本原燃想定の海溝大地震はMw9.0 と3.11東日本大地震と同じ、震央からの距離は90kmであるそこが200ガルの地震とは実際の地震を参考にするときありえない過小値である。
巨大地震の実測値を根拠にしない地震評価こそ不適切です。
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３）700ガルの基準地震動の際、施設設備の固有振動による最大加速度が1000ということだが、予想地震動の最大値が700ガルとは過小評価だと言っている。
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４）内閣府想定プレート間巨大地震時六ケ所村の地震動を震度6強と想定している。国土交通省国土技術政策総合研究所が地震の実測値をもとに公表した「震度と最大加速度（ガル）の対応表」によると内六ケ所村の震度6強は（830〜1500ガル）になっている。＊この対応表は原子力ムラからのクレームと思われるが消去されてしまった。しかし１）の3.11大地震の実測値から見て目安になるものであることがわかる。
　内閣府は防災のため日本海溝や千島海溝の巨大地震を想定し各地域の地震動の想定をし、被害を最小限にするため今から耐震の備えを求めている。超危険で不安定な高レベル廃液を大量に抱える再処理施設であり、最高の耐震が求められるのは当然であり、何度も質問している。
自然相手であり地震の不確かさはなんとでも言える、しかし巨大地震で福島原発事故が起こったことの教訓はどこに行ったのか。
このような理屈を言い、厳重審査をせずに済まそうとする、規制庁の姿勢が適切とは言えないのではないか。

参考　日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震について日本原燃は過小評価している
　http://sanriku.my.coocan.jp/250404kaikouEQ.pdf
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５）再処理工場の重大事故の定義についてIAEA文書にない「蒸発乾固」を、「IAEA基準では・・・③大容量液体貯槽の破裂（蒸発乾固）」と検討チーム資料に記載し、この会議で再処理工場のUPZを5kmと決定したことについて文書改ざんであろうと再質問したが、回答にならないごまかしであった。要は重大事故を液体貯槽の破裂とIAEA基準と同じくすると放出放射能が大量になりUPZを30km以上にしなければならず、「蒸発乾固」と定義し5kmへと矮小化したことがはっきりしました。
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質問の回答になっていません。
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６）原子力基本法第二条の３に「原子力事故の発生を常に想定し、その防止に最善かつ最大の努力をしなければならない」とある。回答はさまざまな事故対策が講じられており、事故の発生はないことを確認している。として、蒸発乾固後「セシウム等が揮発する可能性がある」とだけ回答し、それ以降の経過について答えようとしないで済ませている。セシウムが揮発しさらに崩壊熱で温度が上昇したならどうなるのか、事故の発生を常に想定しようとせずにすませようとしている。これでは重大事故に対応できない。
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テキストボックス
７）ウラルのマヤーク再処理工場で1957年に高レベル廃液が冷却喪失し水分が蒸発し、約350℃で化学爆発を起こしたと推定される。と日本原燃の資料にありました。同資料に「（六ケ所再処理工場では）有機物を使用していることから、冷却喪失し液温が上昇し水分が蒸発し硝酸／硝酸塩が濃縮する場合においては、爆発の可能性は否定できない。」と記載されていました。（257回審査会資料2−2）ところが、規制庁は同化学反応に起因する爆発事故は発生しないと考えられます。
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テキストボックス
８）原子力規制庁は一貫してアクティブ試験の結果については日本原燃の使用前事業者検査の実施方針に含められて示されるものと認識している。そのためアクティブ試験そのものに関わる評価はしないとの回答でした。　福島原発事故前の監督官庁は経産省の原子力安全保安院でしたので、経産省に問い合わせて確認をするようにします。
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テキストボックス
９）アクティブ試験は現在も継続しております。ガラス固化試験は2013.1B系列試験終了報告書提出、2013.５A系列終了報告書が提出されています。しかし未だにその報告書は審査されていません。日本原燃はガラス固化試験のトラブルで2008〜2013まで9回の竣工延期がなされ、実廃液特に不溶解残渣廃液の投入でトラブルを起こしてきました。規制庁は使用前事業者検査の実施方針で確認していくとのこと。したがってこの件については日本原燃に直接実廃液の使用について確認するようにしたい。


